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1．研究背景と目的

近年、歴史的な建物を地域資源として活用するう

ごきが増えている一方で、活用による観光地化を目

的として内への影響を軽視するものがみられること

や住民の生活形態の変化による関心の希薄化などが

要因となって歴史的な建物と地域の関係が遠ざかっ

ていることが課題として挙げられる。建物の存続に

は地域の声が重要であり、両者の関係を遠ざけない

活用の在り方を見直す必要があると考える。 

谷中は長年の活用の取組から風情ある街並みが残

り、散策客の注目を集める。一方で、昔ながらの生

活文化を継承してきた地域でもあることから地域の

生活と共存する活用の知見が得られると考え、本論

では谷中の歴史的な建物活用を通した地域との関わ

りから地域に根差した活用の実態を明らかにする。 

2．研究方法 

活用を通した地域との関わりとして、建物が地域

の人に利用されることと活用者自身の地域との関わ

りに着目する。4-1 で活用状況の把握より地域の人

が建物を利用できる機会を、4-2 では活用状況から

は読み取れない活用者と地域の関わりも含む活用を

通した地域との関わりを明らかにし、これらをもと

に谷中の地域に根差した活用の特徴を考察する。 

3．谷中の歴史的な建物活用の取組 

谷中における活用の取組の全体像を把握するため 

文献（1をもとにその変遷を表 1の 5段階に整理した。

専門家が再生モデル等により古い建物の価値を広め

ながら入居者・所有者双方の活用の需要を生み、そ

れを顕在化して繋ぐ役割を果たしている。徐々に個

人や事業者まで活用主体が広がっている。 

4．活用を通した地域との関わり 

4-1．歴史的な建物の活用状況

4-1-1．対象事例の選定

地域に開かれた事例抽出のた

めまちづくり方針の商業-住宅

地区に着目し、主要な道である

「初音の道」とそれに続くメイ

ンの散策道を対象とする。建築

当初からの外観を維持し、地域

に利用機会を提供する昭和初期

以前の建物 14 軒※1を選定した。 

4-1-2.地域の利用機会

建物の利用機会を主用途とその他に分けて現地調

査と文献により把握した。（表 2）主用途は活用主体

の広がりとともに多様になり、地域が利用しやすい

飲食店が増えた。その他は個の建物を繋いで町全体

で行われる地域イベント※2、建物単体のイベント開

催、第三者への建物貸出など全体的に主用途以外に

も場を活用している。地域イベントは主用途により

利用者を限定するものや建物単体のイベント開催が

ないものなど利用機会が少なく関わりが薄い建物を

巻き込んで地域と繋ぐ。また貸出部の設置によって、

第三者の関わりが場を変化させて人を呼び込むだけ

でなく地域活動の拠点にも利用されてコミュニティ

に貢献する場となって地域の関わりを創出していた。 

図 1.対象範囲と建物 

表 1.活用主体の変遷と専門家の関わり 



4-2．５事例の地域との関わり 

4-2-1．事例の選定と調査方法 

 前節より主用途以外の

利用機会の多さに着目し、

建物単体のイベント実施

があるもので主体や用途

が異なる 5 事例（表 2 着色）を選定する。活用関係

者へヒアリングを行い、(1)建物を介した地域との関

わりと(2)活用者自身の地域との関わりを把握した。 

4-2-2．地域との関わりの実態 

(0) 固有の価値に惹かれて地域に入り込んできた

外部の存在が活用を担っている。（⑦⑨⑬） 

(1)建物を介した地域との関わり…a)主用途によ

る地域の利用は少ない。b）町会活動への場の提供に

より地域に親しみのある場となり、特に②は第三者

である町会の働きかけが博物館化では生めない地域

との繋がりを創った。ｃ)用途に捉われない多様なイ

ベント開催が、地域が建物を利用する機会を創って

いる。②⑫は多主体の関与が活発な実施に繋がって

いて、②⑦⑬は地域の人を取り込んで主催している。 

外部の存在である活用者が地域と近づき、存在を示

そうとする想いが主催に繋がっていた。（図 2-(3)） 

(2)活用者自身の地域との交流…d)建物を超え、町

や道路を会場としたイベントを周囲も巻き込んで主

催していた。e)主にイベント主催を通して近隣店舗

等と交流が生まれていて、活用者による周辺店舗の

日常利用がイベント時の協力に繋がっていた。f)町

会活動等への参加がみられ、転貸時の入居条件とし

て専門家が町会加入を約束していることが⑦⑫⑬の

積極的な地域活動への参加に影響していると考えら

れる。地域の暮らしを大切にする想いはコンセプト 

や営業体制にも表れている。（図 2-(3）） 

5．結論 

谷中の歴史的な建物は主用途により機能を固定せ

ず、イベントや貸出部の設置など柔軟な活用を通し

て地域との関わりを保っていた。活用者単体でなく

第三者や周辺店舗など多くの人を活用へ巻き込んで

いることが多様に場を開く工夫として挙げられる。

主用途以外での場の活用が地域の利用機会を増やし、

コミュニティへの貢献や周囲との関係づくりにも繋

がって、地域と一体になった活用を実現している。 

また日頃から地域の一員として参加する活用者が

生活者と同じ立場に立って地域らしさを受け継ぎ、

生活を尊重して場を開くことも地域と建物の関係性

を保つ重要な役割を果たしていると考えられる。 

建物と活用者、両者の地域との関わりにより谷中

の地域に根差した歴史的な建物活用は実現していた。 
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図 3.谷中の地域根差した活用の実態 
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図 2.5事例の地域との関わりの実態 


